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2023（令和 5）年度事業計画（神戸みらい学習室） 

 

 

１．学習支援事業 

（１）学園都市校の運営（神戸市西区：西部拠点） 平成 29年８月開校（7年目） 

①場所：大学共同利用施設 ＵＮＩＴＹ２階セミナー室（市営地下鉄学園都市駅すぐ） 

②日時：毎週日曜日１３時～１７時（全５１回） 

③2022年度末時点の参加者数 

・受講生数 ４７名（３年１９名、２年１７名、１年１１名） 

・講 師 数 ４１名（神戸外大８名、神戸大６名、京大２名、関大２名、甲南大２名、 

阪大１名、同志社大１名、立命館大１名、他大学７名、社会人 

１１名） 

・スタッフ数１３名（神戸市職員９名、社会人等４名） 

④進学実績  １９名（公立一般７名、公立推薦７名、私立５名） 

 

 
（学園都市校の学習室の風景（UNITYセミナー４室） 

 

（２）住吉校の運営（神戸市東灘区：東部拠点） 平成 30年 8月開校（６年目） 

①場所：東灘区文化センター 

②日時：毎週日曜日午後１３時～１７時（全５１回） 

③2022年度末時点の参加者数 

・受講生数 １７名（３年１０名、２年６名、１年１名） 

・講 師 数 ３０名（神戸大１２名、大阪市大２名他） 

・スタッフ数 ２名（兵庫県職員１名、社会人１名） 

④進学実績  １０名（公立一般５名、私立３名、通信制２名） 

    
（住吉校の学習室の風景（東灘区文化センター） 
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（３）教育の充実の取り組み 

①夢ゼミ（大学生が中学生に、自身の体験や大学生活等をプレゼンテーション） 

   
②受講生ごとのカルテ（指導記録） 

③出欠管理とマッチングシステムの構築 

・毎週末、互いの特性や相性を踏まえた講師と受講生の最適マッチングを実施。 

④外部模試への参加：受験料助成の導入（３年生のみ） 

・８月・１０月・１月に、進研Ⅴ模試に参加し、本番経験を提供。 

⑤受験生への支援 

・受験校の過去問題集（赤本）の提供（経済事情の受講生のみ） 

・論文指導、模擬面接（公立推薦、私学専願の受験者対象） 

論文対策１～２月（講師による論文（過去問）の添削指導） 

面接対策１～２月（講師による模擬面接指導（1/22～2/12まで計４回） 

進路相談６～８月、12月頃（講師による３者面談。学校の進路面談をフォロー） 

⑥保護者面談（６～８月頃）、日常的な相談支援 

  ⑦軽度発達障害の子ども支援 

    ・東京大学先端科学技術研究センターとの連携 

    ・神戸大学大学院人間発達環境学研究科との連携 

   ⑧講師研修動画の活用（令和３年度 NPO法人 Learnig for Allとの連携事業により作成） 

 

   
（受講生カルテ）               （メンタープログラム） 

 

（４）イベント（学生との交流） 

①新年会（1月） 

平成 30年度／居心伝／大学生・スタッフ（31名）／来賓：久元喜造神戸市長 

令和元年度 ／居心伝／大学生・スタッフ（22名）／来賓：寺崎秀俊神戸市副市長 

令和２年度／UNITY／大学生・スタッフ（18名）／来賓：恩田馨神戸市副市長 



- 3 - 

 

②意見交換会・ご視察 

令和３年 12月／来賓：久元喜造神戸市長 

令和 4年 2月／卒業する大学生等を送る会／来賓：今西正男神戸市副市長 

令和５年３月／来賓：久元喜造神戸市長 

 

２．情報発信の取り組み（団体ホームページ、フェイスブックページ開設等） 

① ＨＰの更新：https://www.kobemirai.com（平成 29年 11月 開設） 

② ＦＢの配信：神戸みらい学習室  （平成 29年 12月 開設） 

③ 団体リーフレットの更新：令和元年５月刊行 

④ 活動紹介動画：令和２年４月完成（ＨＰ、YouTube） 

⑤ 新聞掲載ほかメディアでの情報発信 

⑥ 本の発刊 

 

３．ファンドレイジングの推進 

（１）個人・企業寄付（企業への働きかけ：メットライフ生命保険株式会社） 

・共感寄付（税額控除認定）（公益財団法人ひょうごコミュニティ財団：2020年 12月～） 

・継続寄付（コングラント）、都度寄付（ゆうちょ口座振込）の３パターン 

（２）中間支援団体からの支援 

・「ボランティア活動ともしび助成」（公益財団法人コープともしびボランティア振興財団） 

・「子どもの笑顔はぐくみプログラム」一般財団法人チャイルドライフサポートとくしま  

・「こくみん共済 coop 地域貢献助成金」 

 

４．他団体との連携 

（１） 神戸市学習支援協議会 平成 30年 10月 13日設立（６年目）質向上と量の拡大 

  ・１１団体に拡大する 

・協議会合同研修会を開催（SDGｓと学習支援（予定）） 

・神戸市内 170の学習支援団体のネットワーク協議会（仮称）の設立を検討 

（２）他団体等との連携 

・Learning for allと学習支援の質の向上に向けた連携（令和３年度講師研修動画の作成） 

・一般社団法人 全国子どもの貧困・教育支援団体協議会との連携（令和 2年度に加盟） 

・認定 NPO法人 フローレンス「おやこ寄り添いチャット」ホームページ掲載 

（３）神戸市との連携 

・市事業「学びへつなぐ地域型学習支援（令和 3年 10月～）」新規団体の視察受け入れ 

・市ホームページへの掲載 

・KOBE学生応援ナビの活用 

（４）市会議員視察等 

・インターン生受入れ、党派問わず視察受入れ 

（５）企業との連携 

  ・ドンク（一般財団法人藤井幸男記念・教育振興会）よりパンの差し入れ（毎月第４日曜） 

  ・メットライフ生命のボランティア活動・共感寄付 

（６）大学との連携 

・神戸市外国語大学ボランティアセンターからの講師募集 

・神戸大学（キャリアデザイン論）講義 

・神戸大学ボランティア論にて講師募集 

・兵庫県立大学（ソーシャルイノベーション論）講義 ほか 

https://www.kobemirai.com/

